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わかやまイベントボード
●まち歩きツアー「てくてく建
築沿 vol.2」
　和歌山市中心部の街並みを
違った視点で眺めませんか。
日時　11 月 1日（土）
　　　10:15 ～ 12:00
集合・解散場所　Wajima 本町
ビル 1階
講師　倉方俊輔さん（建築史家） 
参加費　1000 円（資料代・保
険代含む）
定員　15 名（申込み必要）
問い合わせ・申込み　株式会社
sasquatch　（電子メール ssqtch
@ssqtch.jpまたはFacebookで）

●不動産オーナーのためのリノ
ベーション講座
　「リノベーションまちづくり」
で不動産オーナーが果たさなけ
ればいけない役割を考えます。
日時　11 月 2日（日）
　　　11:00 ～ 12:30
場所　Wajima 本町ビル 1階
参加費　無料（申込み不要）
問い合わせ　リノベーションわ
かやま（電子メール renov@
shimin.or.jp）
備考　ウェブサイトもご覧下さ
い（http://renov.shimin.or.jp/
または https://www.facebook.
com/renovationwakayama/）

●災害と女性～大震災から３年 
被災地で生きる女性たちの今
　被災はそこで生きる「女性た
ち」に何をもたらしたのか？現
場からの報告です。
日時　11 月 9日（日）
　　　13:30 ～ 16:00
場所　県立情報交流センター
Big-U 研修室１
講師　田端八重子さん（もりお
か女性センター長）
参加費　無料（事前申込み必要）
問い合わせ・申込み　田辺市男
女共同参画センター（0739-26-
4936・FAX 0739-24-8323・メー
ル danjo@city.tanabe.lg.jp）

●0歳からのジャズコンサート
　赤ちゃんから大人まで楽しめ
る本格ジャズです。
日時　11 月 11 日（火）11:00 ～、
13:00 ～、15:00 ～（各 60 分）
場所　和歌山市民会館・市民
ホール
出演　クニ三上さん（ピアノ）、
林正男さん（ベース）ほか
入場料　中学生以上 1,000 円、
小学生以下 500 円（当日はそれ
ぞれ 200 円増し）
チケット取り扱い　和歌山市民
会館、アートキューブ、 和歌山
市内各コミュニティセンター

和歌山を創る新聞

かつくわ Vol.100
2014.10.31

隔週金曜掲載
　　　 特定非営利活動法人
　　　 わかやまNPOセンター
〒640-8331 和歌山市美園町 5-6-12
TEL 073-424-2223　FAX 073-423-8355
E-mail info@wnc.jp  URL http://www.wnc.jp/
編集　志場 久起
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害
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２
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、
非
行
相
談
は
２
３
４

件
、
育
成
相
談
は
４
６
９

件
、
そ
の
他
の
相
談
は
37

件
で
し
た
。

　

近
隣
の
子
ど
も
が
親
か

ら
暴
力
を
受
け
て
い
た
、

と
か
、
虐
待
を
受
け
て
い

る
疑
い
の
あ
る
生
徒
が
い

る
、
と
い
っ
た
学
校
か
ら

の
相
談
な
ど
児
童
虐
待
に

関
す
る
相
談
が
増
加
傾
向

に
あ
り
、
平
成
17
年
度
に

受
け
た
相
談
件
数
は
２
８

９
件
で
し
た
が
、
平
成
25

年
度
は
７
９
３
件
と
大
幅

に
増
加
し
ま
し
た
。

Q
・
虐
待
に
関
す
る
相
談

件
数
が
増
え
て
い
る
原
因

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ

い
。

　
「
児
童
虐
待
防
止
法
」

と
い
う
法
律
が
平
成
16
年

に
改
正
さ
れ
、
児
童
虐
待

を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
児

童
を
発
見
し
た
者
は
、
速

や
か
に
福
祉
事
務
所
・
児

童
相
談
所
に
通
告
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う

義
務
が
明
記
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
か
ら
相
談

件
数
が
増
え
て
い
る
と
い

う
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
虐

待
を
受
け
て
い
る
子
ど
も

も
増
え
て
い
る
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

核
家
族
化
、
近
所
付
き

合
い
の
不
足
と
い
う
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に

よ
っ
て
、
子
育
て
を
し

て
い
る
母
親
が
地
域
で

孤
立
し
て
し
ま
う
こ
と

が
虐
待
の
原
因
の
ひ
と

つ
だ
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

ま
た
時
代
と
と
も
に

「
し
つ
け
」
が
変
化
し

　

前
回
の
紙
面
で
は
、
統

計
デ
ー
タ
を
基
に
「
子
ど

も
の
生
活
環
境
」
を
取
上

げ
ま
し
た
。
今
回
は
子
ど

も
の
支
援
の
現
場
か
ら
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
お
届
け
し

ま
す
。
子
ど
も
に
関
す
る

あ
ら
ゆ
る
相
談
に
対
応
し

て
い
る
「
和
歌
山
県
子
ど

も
・
女
性
・
障
害
者
相
談

セ
ン
タ
ー
」
の
堀
寿
恭
所

長
と
子
ど
も
相
談
課
の
清

山
課
長
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

Q
・
こ
ち
ら
で
は
ど
の
よ

う
な
業
務
を
さ
れ
て
い
ま

す
か
？

　

和
歌
山
県
で
は
中
央
児

童
相
談
所
、
紀
南
児
童
相

談
所
、
紀
南
児
童
相
談
所

新
宮
分
室
の
3
ヶ
所
で
0

才
〜
18
才
の
子
ど
も
に
関

す
る
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。
相
談
の
種
類
は
養
護

相
談
、
保
健
相
談
、
障
害

相
談
、
非
行
相
談
、
育
成

相
談
、
そ
の
他
の
相
談
の

大
き
く
6
つ
に
分
か
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
相

談
に
対
し
、
社
会
面
、
心

理
面
、
行
動
面
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
角
度
か
ら
ス
タ
ッ

フ
が
チ
ー
ム
を
組
ん
で
子

ど
も
の
問
題
解
決
に
取
組

ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
の
相
談
件

数
は
２
９
４
２
件
で
、
そ

の
う
ち
養
護
相
談
は
９
４

０
件
、
保
健
相
談
は
0
件
、

て
き
て
い
る
と
感
じ
ま

す
。
旧
来
の
暴
力
を
伴
っ

た
し
つ
け
は
、
子
ど
も
の

成
長
過
程
に
お
い
て
良
い

影
響
を
与
え
な
い
こ
と
は

理
解
し
て
い
て
も
、
つ
い

暴
力
に
頼
っ
た
し
つ
け
を

し
て
し
ま
い
悩
ん
で
い
る

親
も
少
な
く
は
あ
り
ま
せ

ん
。
虐
待
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
に
、
こ
う
し
た
親
に

対
す
る
子
育
て
の
支
援
制

度
な
ど
も
あ
り
ま
す
の

で
、悩
ん
で
お
ら
れ
た
ら
、

ぜ
ひ
ご
相
談
頂
き
た
い
で

す
。

　
　

◆　
　

◆　
　

◆

　
「
和
歌
山
県
子
ど
も
・

女
性
・
障
害
者
相
談
セ
ン

タ
ー
」
で
は
、
相
談
件
数

が
年
々
増
加
し
て
い
る
児

童
虐
待
問
題
へ
の
対
応
に

対
し
て
は
、
里
親
の
登
録

数
の
増
加
や
専
門
家
と
の

連
携
な
ど
、
相
談
を
受
け

た
後
の
対
応
策
が
充
実
し

て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

お
話
の
な
か
で
あ
っ

た
、「
母
親
が
地
域
で
孤

立
し
て
い
る
」
こ
と
が
虐

待
の
原
因
の
ひ
と
つ
で
あ

る
と
す
れ
ば
、
虐
待
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
に
私
た
ち

に
も
で
き
る
こ
と
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

例
え
ば
、
子
育
て
を
し

て
い
る
母
親
を
こ
れ
ま
で

継
続
的
に
支
援
し
て
い
る

団
体
を
応
援
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
地
域
で
孤
立
す

る
母
親
を
ひ
と
り
で
も
少

な
く
す
る
こ
と
が
期
待
で

き
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も

の
悩
み
に
耳
を
傾
け
る

「
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
わ

か
や
ま
」
を
は
じ
め
と
し

た
民
間
の
相
談
電
話
活
動

を
応
援
す
る
こ
と
で
も
、

　地元をよくするために、私たちは何をすべきなのでしょうか。地元をよ
くするために何かしたいけど何をすれば良いのか分からないというあなた
に向けて、あなたの地元、ここ和歌山の地域課題をデータを用いて見える
化していきます。毎回異なるテーマ（分野）を取り上げ、地元の課題を端
的に表すデータをご紹介します。

あなたの「ほっとけない」が見つかる
これからの社会貢献 100

何が課題？数字でみる和歌山県 Theme7　子育て－学力テストと子どもの生活環境 (2)

　地元力財団では「地元に対する想いを寄付に託す」
という新しい寄付の “カタチ” を提案しています。
寄付はもちろん、明日からできる「あなたらしい」
社会貢献のカタチを紙面で紹介しています。
　当財団では「社会貢献支援相談窓口」を開設し、
個人や団体、企業のみなさまの地元に対する想いを
カタチにしていくお手伝いをしたいと考えています。
　また、昨今の社会貢献意識の高まりを受け、遺産
を地元のために活かしてほしいという声やニーズは
ますます高まってきています。地元の課題が多種多
様になるなか、それらの声に応える新しい仕組みが
求められています。
　公益財団法人わかやま地元力応援基金では、「遺産
を地元のために提供したい、寄付したい、活用して
ほしい」という想いと、大切な遺産を地元の市民公
益活動団体へとつなぎ、活用していくための相談を
受け付けています。

■ お問い合わせ先
 公益財団法人わかやま地元力応援基金
「これ からの社会貢献 100」係（担当 : 酒井）
〒640-8331　和歌山市美園町 5-6-12 
TEL　073-428-0011　FAX　073-428-0012 
E-mail　info@jimotofund.jp

【お詫び】
　前号の「わかつく」記事内の写真の説明で「中
貴志小学校でのデビューの様子」と記載しており
ましたが「中貴志保育所でのデビューの様子」の
誤りでした。
　関係者のみなさまに深くお詫び申し上げます。

TOPICS

　わかやま新報隔週金曜日に掲載している、
NPO 紙面「和歌山を創る新聞・わかつく」は
今回で 100 回を迎えることができました。開
始から丸 4 年にわたって継続することができ
たのは、和歌山新報社のご厚意のみならず、和
歌山で地域をよくしようと様々な分野で活躍さ
れている NPO・ボランティア団体をはじめと
したみなさまのおかげです。心から感謝申し上
げます。
　この「わかつく」のように地域のNPO自身が、
地域の NPO の活動をを広く取り上げる連載
コーナーを有する日刊新聞は「わかつく」が国
内 2 例めといわれています。地域に密着した
新聞だからこそできる取り組みとして、今後も
できる限り紙面を継続していきたいと考えてい
ます。
　この紙面を通じて、日頃はあまり目にしたり
耳にしたりすることが少ないかもしれない「地
域の課題」や、課題に向き合って日々奮闘され
ている団体や人々を少しでも多くの方に知って
いただけるものと思われます。それが地域の
NPO やボランティア団体へのさらなる参画や
ご支援につながり、ひいては、和歌山県内の
NPO・ボランティア活動の活性化につながる
ことを目指して、毎回紙面を製作させていただ

いています。
　急速な少子高齢化、人口減少、防災対策など、
和歌山はいっけん、課題ばかりかもしれません
が、豊かな自然、豊富な農産物・海産物、そし
て地域の暖かいつながりなど、今後の NPO や
ボランティア団体の活動の活性化に必要な資源
はたくさん眠っていると確信しています。
　行政、企業、そして NPO やボランティア・
地縁団体などのいわゆる「市民セクター」の 3
つが、どれかに依存するのではなく、各々が自
立しつつ相互に支え合う、豊かな社会づくりを
めざして、今後も活動を続けてまいりますので、
どうぞよろしくお願いいたします。

　なお、2013 年 4 月の第 61 号からのバック
ナンバーをわかやま NPO センターウェブサイ
トにて PDF 形式で公開しています。
　URLは http://www.wnc.jp/wakatsuku/ です。
　また、この「和歌山を創る新聞・わかつく」
を応援下さる「広告サポーター」も募集してい
ます。くわしくは、わかやま NPO センターま
でお問い合わせ下さい（電話 073-424-2223、
電子メール info@wnc.jp）。折り返し担当者か
らご連絡させていただきます。

和歌山を創る新聞「わかつく」は 100号を迎えました

和歌山地域貢献活動応援基金
“わかやまいきいきファンド”

助成団体募集中！
◆スタートアップ支援事業（5万円×4団体）
　活動を開始して 2年以内の団体対象
◆パワーアップ支援事業（10万円×3団体）
　活動を開始して 2年以上が経過した団体対象
◆締切　2014 年 11 月 17 日（月）消印有効
◆詳しくは　http://www.wnc.jp/　から

和歌山県子ども・女性・障害者
相談センター（ウェブサイトより）

和歌山県子ども・女性・障害者相談センター 虐
待
に
苦
し
む
子
ど
も
を

救
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

地
元
力
財
団
が
設
置
す

る
「
わ
か
や
ま
子
ど
も
未

来
基
金
」
は
、「
子
育
て

を
し
て
い
る
母
親
」と「
悩

み
を
抱
え
る
子
ど
も
」
の

両
面
の
課
題
解
決
に
取
組

む
団
体
を
支
援
し
、
子
ど

も
た
ち
の
良
い
生
活
環
境

の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま

す
。「
わ
か
や
ま
子
ど
も

未
来
基
金
」
に
市
民
の
み

な
さ
ま
か
ら
ご
寄
付
を
し

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
子

ど
も
た
ち
の
生
活
環
境
を

よ
り
良
く
し
て
い
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

行
政
に
よ
る
支
援
と
あ

わ
せ
て
、
子
ど
も
た
ち
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
民
間
団
体

を
応
援
し
、
子
ど
も
の
生

活
環
境
を
よ
り
良
く
し
て

い
く
こ
と
が
、
和
歌
山
の

こ
れ
か
ら
の
未
来
に
必
要

な
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

〒641-0014　和歌山市毛見 1437-218
相談電話　073-445-0793
URL　http://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/
040402/gaiyo.htm


